
多くの生物同様、クモにとっても自然教育園は大都会に残された貴重な生息地の一つです。

これまでの調査では222種もの生息がこの限られた敷地内から確認されており、その中には

環境省のレッドリストに選定されている希少種も複数存在します。これらのクモを詳しく知

る上での基本的な事項を中心に解説し、実際に生息している種の紹介を行います。 

講 師 ： 国立科学博物館 動物研究部 奥村 賢一 

日 時 ： 2020年9月13日(日) 13:30～14:30 

場 所 ： 自然教育園 2階講義室 

参加費 ： 無料（入園料 320円 のみ） 

申込み ： WEBのみ 先着順。定員になり次第締切。 

    （自然教育園ホームページよりお申込みください） 

自然史セミナー 

天然記念物及び史跡 

基礎と観察 
クモ研究の 

(上) アリグモ / アリに擬態したユニークな外見  

(右) キシノウエトタテグモの住居 / 環境省レッドリスト選定種（準絶滅危惧種）  

ドウシグモ  

環境省レッドリスト選定種（情報不足種) 

※ 小学校高学年以上の方を対象とした講座です。 ※ 当初予定していた野外観察は中止となりました。 


